
                     やすらぎ通信 第 91号 2024年 6月 1日発行                        

      
 
 

 
 

幸
せ
ホ
ル
モ
ン 

日
々
、
暮
ら
す
中
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
し
ま
う
現
代
人

が
多
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
や
脳
科
学
や
心
理
学
、

医
学
で
も
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
方
法
が
科
学
的
に
実
証

さ
れ
始
め
て
き
ま
し
た
。 

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と
い
わ
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
捻
出
す
る

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
セ

ロ
ト
ニ
ン
と
言
わ
れ
る
化
学
物
質
は
ど
の
よ
う
に
し
て
摂

取
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
と
、
日
々
の
生
活
の
一
工
夫
か
ら

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。 

例
え
ば
、
朝
の
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
。
二
、
三
十
分

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
。
ゴ
ル
フ
も
良
い
よ
う
で
す
。
曇
っ

て
い
て
も
、
明
る
い
窓
の
近
く
で
過
ご
す
こ
と
で
有
効
に
な

り
ま
す
。 

ヨ
ガ
や
坐
禅
や
太
極
拳
で
の
呼
吸
法
。
歌
や
カ
ラ
オ
ケ
。

特
に
「
歩
行
」「
呼
吸
」「
そ
し
ゃ
く
」
を
意
識
的
に
集
中
す

る
こ
と
が
大
事
だ
そ
う
で
す
。 

よ
く
野
球
選
手
が
ガ
ム
を
噛
み
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
姿

を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
真
剣
に
試
合
に

臨
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
緊
張
や

ネ
ガ
テ
イ
ブ
な
気
分
を
改
善
で
き
る
よ
う
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
子
供
や
恋
人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
ペ
ッ
ト
を

可
愛
が
っ
た
り
、
気
の
置
け
な
い
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
、
家 

  

族
団
ら
ん
で
食
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
セ
ロ
ト
ニ
ン
活

性
に
は
と
て
も
い
い
よ
う
で
す
。 

そ
し
て
、
笑
顔
で
元
気
に
人
と
接
す
る
こ
と
で
相
手
も
喜

ん
で
く
れ
、
自
分
も
そ
こ
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
。
人
間
は

誰
か
を
喜
ば
せ
る
、
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
で
自
身
も
幸
福

や
充
足
感
を
得
ら
れ
る
生
き
物
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
社

会
奉
仕
活
動
も
そ
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
普
通
に
行
っ
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
逆
に
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
ス
マ
ホ
を
か

か
え
て
、
運
動
も
せ
ず
、
友
達
関
係
も
な
く
過
ご
し
、
時
間

の
際
限
も
な
く
寝
て
、
夜
中
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
な

ど
で
、
空
腹
を
満
た
し
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。 

セ
ロ
ト
ニ
ン
研
究
の
第
一
人
者
、
医
師
で
脳
生
理
学
者
の

有
田
秀
穂
先
生
は
五
十
冊
ほ
ど
の
著
書
が
あ
り
、
現
在
七
十

一
歳
で
す
が
お
肌
ツ
ヤ
ツ
ヤ
、
背
筋
も
シ
ャ
ッ
キ
リ
と
て
も

明
る
く
、
朗
ら
か
さ
は
ご
研
究
の
た
ま
も
の
と
か
。 

二
度
と
な
い
人
生
を
、
前
向
き
に
、
楽
し
く
過
ご
す
の
は
、

自
分
の
意
志
に
懸
っ
て
き
ま
す
。
人
に
言
わ
れ
て
の
人
生
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
不
幸
だ
。
不
幸
だ
。」
と
人
の
責
任
に
し

て
、
否
定
す
る
人
生
ほ
ど
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
さ

あ
、
明
日
か
ら
早
寝
早
起
き
、
朝
日
を
浴
び
て
、
軽
く
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、
運
動
の
後
の
お
い
し
い
朝
食
。
こ
れ
か
ら
一
緒

に
始
め
ま
せ
ん
か
？ 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

六
月 

○
土
井
家
ご
法
事 

 
 

 

1
日 

○
久
川
家
・
山
田
家
ご
法
事 

 
 

2
日 

○
道
了
講 

 
 

 
 
 
 

4
日 

〇
鈴
木
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

7
日 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 
 

 
 
 

8
日 

○
影
島
家 

 
 

 
 

11
日 

○
杉
山
・
佐
藤
・
神
田
家
ご
法
事 

 

16
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
 
 
 

18
日 

○
佐
藤
・
前
田
・
三
寺
家
ご
法
事 

 
 
 
 

22
日 

○
高
橋
家
・
松
田
家 

 
 

 

29
日 

○
菅
野
・
小
川
・
中
山
家
ご
法
事 

 
30
日 

七
月 

○
道
了
講 

 
 

 
 
 
 

2
日 

○
ペ
ッ
ト
新
盆
・
盆
供
養
会 

 
 
 

6
日 

○
檀
信
徒
新
盆
・
施
食
会 

 
 

7
日 

○
お
棚
経 

 
 

 
 

12
・
13
・
14
日 

○
小
嶋
家
ご
法
事 

 
 

 

13
日 

○
盆
供
養
日 

 
 

 
 

13
・
14
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
 
 
 

16
日 

○
山
中
家
ご
法
事 

 
 

 

17
日 

○
川
上
家
・
岩
本
家
ご
法
事 

 
 
 
 

21
日 

           

 

八
月 

○
古
賀
家
ご
法
事 

 
 

 

3
日 

○
道
了
講 

 
 

 
  

6
日 

○
お
棚
経          

1
・
2
・
13
・
14
日 

○
盆
供
養
日                 

13
・
14
日 

○
宮
本
・
齊
藤
家
ご
法
事 

 
  

18
日 

○
地
蔵
講 

 
 

 
  

20
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

二
つ
目
二
人
会 

  

25
日 

○
山
口
家
ご
法
事 
 

 
  

31
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

読
経
・
法
話
・
写
経 

6
時 

○
月
例
写
経
会  

第
三
月
曜
日 

  

10
時 

○
毎
日
坐
禅 

 

随
坐 

 
 
 
 
 
 

5
時
30
分 

○
日
曜
坐
禅 

 

坐
禅
・
提
唱
・
喫
茶  

6
時 

○
月
例
坐
禅
会  

第
一
月
曜
日 

  

19
時
30
分 

○
御
詠
歌 

  

第
一
・
三
火
曜
日 

  

10
時
30
分  

               

         

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
４
土
曜
日
12
時
22
分 

 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

【
編
集
後
記
】 

 

中
瀬
墓
地
の
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
ご
利
用
下
さ
い
。

お
墓
の
お
塔
婆
は
一
年
経
ち
ま
し
た
ら
指
定
の
場
所
に

移
し
て
下
さ
い
。後
程
、読
経
し
、
お
焚
き
上
げ
し
ま
す
。 

三
明
寺
子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
二
年
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
全
国
的
に
増
え
て
い
る
社
会
情
勢
に
疑
問
を
感

じ
ま
す
。 

「
安
居
」
と
い
う
と
「
修
行
」
と
寺
院
で
は
意
味
し
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
普
段
は
使
わ
な
い
言
葉
で
す
。「
殺
生

（
せ
っ
し
ょ
う
）」
も
「
さ
っ
し
ょ
う
」
と
は
読
み
ま
せ

ん
。
仏
教
用
語
は
生
活
の
中
に
多
く
あ
り
ま
す
。 

  

 

 

  

令
和 

六
年 

六
月 

一
日  

第
九
十
一
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

大
嶽
山 

三
明
寺 

編 

集 

大 
 

嶽 
 
 

正 
 

 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com 

 

今
年
の
施
食
会
と
新
盆
供
養
に
つ
い
て 

｜
お
塔
婆
供
養
を
お
願
い
し
ま
す
｜ 

三
明
寺
施
食
会
、
新
盆
会
は
、
猛
暑
を
考
慮
し
、
今
年

も
屋
外
の
行
事
は
行
い
ま
せ
ん
。
本
堂
内
で
読
経
し

ま
す
。
尚
、
新
盆
様
、
ご
先
祖
様
の
お
塔
婆
供
養
の
お

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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釈尊誕生仏 花御堂 

 

 

春彼岸会 3/20 お塔婆をあげ、ご先祖様の供養・ペットの供養を行いました 

 

 

 

沼津市仏教婦人会会長として「花まつり」に参加 4/7 

保護司会花見（住職） 沼津市民文化センターにて同窓会（寺族） 

息子の友人を講師に招き、ヨガを始めました。次回は 6月 13 日 19：00 より 要予約 

門池地区センターで花見の「手ぶらでバーベキュー」 
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参拝参加者一同 

 
 

 控室にて一服 

 

上膳にて久保田総代 乾杯！ 

焼香師控室にて 

 
 

法要の前に法話を聞き、境内拝観をさせていただきました 

 

3/23 
 

50 年前の 750回大遠忌には本山で修行していました 

大本山總持寺 太祖瑩山紹瑾禅師七百回大遠忌 焼香師記念 檀信徒参拝 4/25 

 

大祖堂にて 瑩山禅師の 50 年に一度の法要を修めさせていただきました 

同じ場所で御詠歌奉納 5/23 


